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112kJ､ 4kVの PFN型コンデンサーバンクと 130FLH程度の巻線型コイルを使用するこ
とにより､パルス頂上で約1.5msの間平坦な形状をもつパルス磁場が発生された｡最大磁
場は約40Tであるが､量子輸送現象､磁気光学スペク トルなどの測定に使用されている｡
(3)~超低ノイズコンデンサーバ･ンクによる長時間パルス敢磁場の発生
輸送現象､磁気測定などでノイズを極小にするため､サイ リスタースイッチを用いた
5kV､26DkJのコンデンサーバンクを建設 し､超伝導線材で巻いたコイルと併用して約45
Tに及ぶ長時間パルス強磁場を発生 している｡可飽和 リアクトルを放電回路に直列に入れ
ることにより､磁場の急激な立ち上がりによるノイズを軽減して小る｡
Risetime(S)
図 1 -41-
?
? ?
?
?? ???
?
図2
BD
